
1. 楽琵琶桑
　最大レベル -7.20 dB

2. 楽琵琶欅
　最大レベル -9.16 dB

7. 薩摩琵琶林月 1
　最大レベル -11.52 dB

8. 薩摩琵琶林月 2
　最大レベル -10.23 dB

9. 薩摩琵琶林月 3
　最大レベル -5.96 dB

10. 薩摩琵琶丸山 1
　最大レベル -12.28 dB

11. 薩摩琵琶丸山 2
　最大レベル -14.40 dB

12. 薩摩琵琶丸山 3
　最大レベル -10.96 dB

13. 薩摩琵琶石田
　最大レベル -9.28 dB

16. 筑前五弦琵琶鎮助
　最大レベル -17.19 dB

17. 筑前五弦琵琶泉
　最大レベル -20.24 dB

18. 筑前五弦琵琶漆
　最大レベル -22.97 dB

23. 明清楽琵琶
　最大レベル -4.39 dB

付図 II:四／五の糸猪目を駆動点とする正規化 A-包絡 Φi,J

Φi,J を Φ2
i,J の dB尺度により太実線 H(4)または H(5)で表示した．併せて Φi,1 を細実線 H(1)で付加した．
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